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実装し、ダイヤモンド懸濁液 (9, 6, 3, 1㎛ ) とシリ
カ懸濁液 (0.02㎛ ) で研磨した。研磨した資料は
漆層分析と樹種分析のために光学顕微鏡 (Optical 
microscope, Leica DMLP) で 微 細 組 織 を 観 察 し た。
本館 4810 木片の分析方法は、脆弱化した木片の
細胞固定のために FAA 溶液 (Formalin-Acetic acid-
Alcohol) で処理し、処理された試片をパラフィンに
包埋した後、マイクロトームを使用して試片を製作
した。試片はサフラニン tw1%(in Ethanol) 溶液で染











番号 所蔵品番号 所蔵品名称 分析内容 分析結果 本文図版番号
1 本館 4766 青銅製蓋弓帽 樹種 サクラ属 図版 63
2 本館 4778 金銅鐓 樹種 タケ 図版 68
3 本館 4779 青銅鐓 樹種 タケ 図版 70
4 本館 4780(M376) 鉄心木製棒 樹種 タケ 図版 67
5 本館 4781(M376) 鉄心木製棒 樹種 タケ 図版 67
6 本館 4796(K641) 漆盤 漆層 木心夾紵漆器 図版 24
7 本館 4798 漆盤 漆層 木心夾紵漆器 図版 25
8 本館 4799 金銅熊脚付漆床 ( 訳 1 樹種 コナラ属 図版 23
9 本館 4804 漆盤 漆層 木心夾紵漆器 図版 28
10 本館 4805 漆器片 漆層 図版 33
11 本館 4807 漆耳杯金銅金釦 漆層 木心夾紵漆器 図版 31
12 本館 4810 木棒片 樹種 イチイ 図版 86
合計 12 件 12 点
表 1　分析対象資料








と複列で存在するが、大部分は 4 ～ 5 列の多列放
射組織であり、理性型と観察された ( 図 1)。このよ
うな特徴をみると、サクラ属 (Prunus sp.) であるこ
とが分かる。
2) 金銅鐓 ( 本館 4778)、青銅鐓 ( 本館 4779), 鉄心
木製棒 (本館 4780, 本館 4781)
　 金 銅 鐓 ( 本 館 4778) と 青 銅 鐓 ( 本 館 4779) に
詰まっていた木材と鉄心木製棒 ( 本館 4780, 本館
4781) の表面を包み込んでいた木材は全てマダケ属
(pbyllostachys sp.) の典型的な解剖学的特徴が観察さ






3) 漆盤 (本館 4796)
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1. 本館 4778 2. 本館 4779
3. 本館 4780 4. 本館 4781
図 2　金銅鐓、青銅鐓内部および鉄心木製棒表面木材の解剖学的特徴 (横断面 )
1.X 線撮影写真
3. 織物心露出写真
2.X 線撮影写真 (拡大 )
4. 織物心上に土粉層の写真
図 3　漆盤 (本館 4796)
X 線撮影透過ならびに実体顕微鏡調査
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と実体顕微鏡調査のみを実施した。X 線撮影調査の
結果、木材細胞 ( 広葉樹の導管 ) と推定される部分
を確認することができ、実体顕微鏡調査を通して織




4) 漆盤 (本館 4798)
　漆盤 ( 本館 4798) の漆片資料の漆層は、下部層、







図 4　漆盤 (本館 4798)　顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )
5. 反射光 (漆層下部の写真 ) 6. 偏光 (漆層下部の写真 )
4. 偏光 (漆層上部の写真 )3. 反射光 (漆層上部の写真 )
1. 反射光 (全体の写真 ) 2. 層位模式図
中間層からは土粉層と土粉層の間に薄い漆層が確認
された。上部層は漆塗りで仕上げ、その上に赤色顔
料で文様を描いていることを確認した ( 図 4)。赤色
顔料の成分は SEM-EDS で調査し、水銀 (Hg) と硫
黄 (S) が検出されたことからみて、辰砂 (HgS) と推
定することができる。そして素地層の木心は観察さ
れなかったものの、木心と推定される。結果的に本
館 4798 漆盤は木心上に漆を塗って土粉 (1 ～ 2 回 )









素地層 ( 木材 )
1. 反射光 (全体写真 )
3. 反射光 (土粉層拡大写真 )
2. 層位模式図
4. 偏光 (土粉層拡大写真 )
5. 反射光 (木心と織物層写真 )
6. 偏光 (木心と織物層写真 )
図 5　金銅熊脚付漆床 (本館 4799)　顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )

























7) 漆耳杯金銅釦 (本館 4807)
　漆耳杯金銅釦については、背面に残っている漆耳
杯の耳部から肉眼で素地に使用された木材と木材上
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3. 偏光 (漆層拡大写真 )
図 6　漆盤 (本館 4804)





1. 反射光 (漆層写真 )





図 6　漆耳杯装飾金銅金釦 (本館 4807)　耳部裏面の漆層
顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )
は大部分が土粉で構成されており、土
粉上に漆を塗って最後に朱漆を施して
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を塗っている。大粒の顔料の成分を SEM-EDS で調













図 9　木棒片の解剖学的特徴 (イチイ )
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